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登米市社協公認ｷｬﾗｸﾀｰ：「ふくまる」 

「一人ひとりの力を合わせ みんなの幸せのために」 
 

 社会福祉法人 登米市社会福祉協議会 



 

令和５年度 事 業 計 画 

 

１ 基本方針 

令和４年度を振り返りますと、新型コロナウイルスに加え、ロシアによるウクライナ侵

攻、急速に進行した円安によるエネルギー価格や食料品などの物価の高騰に苦しめられた

１年となりました。本会においてもその影響は大きく、予算編成にも苦慮する厳しい状況

となっております。しかし、依然として収束の気配が見えないコロナ禍の中でも、役職員

及び関係者の創意工夫で各種事業を展開してきたところです。 

一方で、国においては、団塊の世代（約８００万人）が７５歳以上となる２０２５年を

目途に、「地域包括ケアシステム」の構築を目指して各種施策を推進しています。介護保

険制度については、地域包括ケアシステムの構築や介護保険制度の持続可能性の確保をめ

ぐり見直しが進められており、様々な課題があります。対応策として自立支援・介護予防

に向けた取組みの推進や、地域の実情に合わせた地域包括ケアシステムの深化・推進、給

付や負担のあり方等が議論されています。しかし、高齢者の丸ごとの生活を支えるために

は、このような公的なサービスだけでなく、地域社会全体の見守りをはじめとする「支え

合い」や「助け合い」、インフォーマルなサービスの充実が大変重要になっており、本会

の果たす役割がますます高まってきます。宮城県でも昨年度「地域共生社会推進会議」を

設置し、「重層的支援体制整備事業」も積極的に推進が図られる見込みから、本会におい

ても準備を進めていく必要があります。 

こうした社会情勢のもと、令和５年度は、登米市社会福祉協議会第３次地域福祉活動計

画・強化発展計画・財政計画の３年目（計画期間：令和３年度から令和７年度の５か年計

画）となります。「一人ひとりの力を合わせみんなの幸せのために」を基本理念に、各種

事業を積極的に展開してきたところでありますが、引き続き地域福祉活動計画に掲げる基

本目標の実現に向けた取組みを進めていかなければなりません。 

また、これら地域福祉事業の推進を図るためには安定した財源の確保が重要であり本会

の事業運営に係る財源は、主に市民の皆様から拠出していただく会費、寄附金、共同募金の

ほか、国・県・市からの補助金や受託金並びに介護保険、障害福祉サービス事業の介護報酬

等からなります。特に本会の基礎財源である会費については、新型コロナの影響による令和

２～３年度の事業中止又は縮小等による事業費支出の抑制を主な理由に、本会の理事会に

おいて、特例措置として令和４年度に限り一般会費を２００円減額し１，０００円としたこ

とで、市民の皆様から多くの意見を頂戴しました。令和５年度は規定額である１，２００円

に戻すことにはなりますが、会費及び共同募金に協力いただく市民の目は、此度の件で本会

事業に対してより一層厳しく注目されるものと考えられますので、積極的な事業ＰＲ並び

に見える化を図り、この逆風を好機と捉え、市民が必要としている福祉事業の分析と開発を

行い、さらには現在実施している事業の総点検を行い、本会の存在を強力にアピールするこ

とが重要です。そして併せて、市民の皆さんが昨今の大変な社会情勢の中でも会費や共同募

金に協力していただいているという現実を全職員がしっかりと認識し、感謝の気持ちを

日々の業務で表さなければなりません。また、賛助、特別会員については、役職員の積極的

加入推進により成果が表れておりますが、さらに、令和３年１２月３１日から５年間、賛助、

特別会費が寄附金控除の対象として認可を受けたことから、税額控除の対象となることを

ＰＲし、理解を求めながら尚一層の加入推進を図ることが重要です。 



 

市からの補助金（人件費）、受託金、県社協からの受託金については、厳しい財政事情の

中でも、今後の補助金や受託金に対する動向を注視し、現状維持を図るためにも登米市及び

県社協に働きかけを進めてまいります。特に市からの受託事業である生きがい対応デイサ

ービス事業が令和４年度末で終了、また、指定管理施設運営事業の東和地域福祉センターが

同じく令和４年度末で用途廃止となっており、東和支所は４月から東和総合支所の一角を

お借りし、業務を推進していくことになりますが、住民の皆さんに不便を感じさせぬよう、

事業実施には配慮が必要です。 

本会の財政基盤を支える介護保険事業、障害福祉サービス事業については、令和４年度は

新型コロナの影響が大きく、感染拡大により臨時休業を余儀なくされた事業所も複数あり

ました。その他利用者減少が介護保険事業所で顕著にみられ、単年度収支で赤字となる事業

所も見受けられることから、収支改善に向け徹底した経営分析を図り、利用者のニーズを的

確に把握し、利用者の新規開拓や拡大等を強力に進め、選ばれる事業所として経営改善に努

めてまいります。また、前述の東和地域福祉センターの閉鎖に伴い、東和デイサービスセン

ターも事業廃止としました。利用者の皆様には丁寧に説明を行い、利用調整等に責任をもっ

て対応したところです。一方、障害福祉サービス事業については、一部で利用者の減少によ

り実績が下がった状況です。作業所では今後も利用者確保に努め、利用者工賃増額につなが

る作業の検討及び情報収集を積極的に行い、安定経営を目指し信頼される事業所として地

域、利用者に寄り添った運営を展開することが必要です。 

令和５年度においても厳しい財政運営が見込まれることから、引き続き登米市社協全体

の健全経営を旨とし、前年実績の徹底した分析と検証を全ての事務事業の面で実施し、常に

コスト管理を意識しつつ限られた財源の中で最大限の効果を得るような事業運営を行って

いきます。本会が置かれた責務をしっかりと認識し、改善に向けた英知の結集に取り組みス

ピード感を持った対応を心掛ける必要があります。また、新型コロナについては、５月８日

からは「２類相当」から「５類」へ引き下げとなります。ウイズコロナの時代を見据えた事

業の実施方法についても前例踏襲にこだわらず、見直しを進め、持続可能な組織体制基盤を

作り、基本理念に則った運営に努め、登米市の地域づくりを進めてまいります。 

 

２ 基本理念 

「一人ひとりの力を合わせ みんなの幸せのために」 

(登米市地域福祉活動計画基本理念)  

３ 基本目標 

市民が住み慣れた地域で安心・安全な生活を維持するため、地域課題を自らの課

題としてとらえ、住民同士がともに考え行動できる地域づくり、人づくりを基本と

して本会がこれまで推進してきた各種事業を関連付けながら、市民がそして地域が

必要とする活動への支援と円滑な運営が可能となるよう体制を整備します。 

地域コミュニティの再生や維持、包括的なサービスの提供等「地域共生社会の実

現」「地域包括ケアシステムの構築」の一役を担うため、第３次登米市地域福祉活動

計画に掲げる次の３点を基本目標とします。 

   

①地域住民が主体的に活動するまちづくりの推進 

②安心できる福祉サービスの充実 

③だれもが暮らしやすい総合的な福祉の向上 



 

４ 重点事業 

 第３次登米市地域福祉活動計画及び本会強化発展計画の３年目として、次に掲げる内

容を重点事業といたします。 

（１）組織・事務局体制の強化及び財政の健全化 

① 適正な人事労務管理によるスキルアップの強化 

② 職員の「働き方改革」推進と環境整備・家庭と仕事の両立支援 

③ 経営課題改善への具体的取り組みと持続可能な財源確保を検討 

④ 市民の参画意識を高める会員加入促進及び社協活動の「見える化」を強化 

⑤ スケールメリットを生かした効率的な事務・事業実施への取り組み 

⑥ 災害及び感染症等に対する本会の体制強化について 

 

（２）地域福祉活動の充実・強化 

① 「地域が主役にな(れ)る」住民ニーズに即した地域福祉事業の展開 

② 高齢者の介護予防と生きがいづくりへの支援 

③ 若年層ボランティアの育成 

④ 子育て世代にも理解いただける社協事業の展開 

⑤ 総合相談体制の充実・強化と他関係機関との連携 

 

(３)受託事業の効率的サービス提供 

① 指定管理施設の適正な管理運営と本会拠点確保の検討 

② 高齢者福祉サービス事業の円滑な運営及び今後の方向性検討並びに行政担当課 

との事業連携 

③ 重層的支援を意識した生活支援体制整備事業の推進 

④ 生活課題を抱えている方へ寄り添った福祉サービスの推進（日常生活自立支援 

事業、生活福祉資金貸付事業） 

 

（４）介護保険事業の充実強化 

① 介護保険事業所の経営課題の改善と経営健全化の推進 

② 法改正への柔軟かつ的確な対応強化 

③ 利用者本位のサービスの提供と自立支援 

④ 職員の研修・協議等実施による意識改革の強化 

 

（５）障害者支援の推進・強化 

① 事業所の健全経営に向けた関係機関との連携強化 

② 障害福祉サービスにおける利用者本位と自立に向けたサービスの提供・支援 

③ 新規収益事業の検討及び実施による作業工賃の増額 

④ 利用者の個々の障害特性に対応する研鑽の強化 

 

（６）必要な情報の提供 

  ホームページ、社協だより及び支所だよりの充実、Facebook 等の活用による迅速

な情報提供と市民・関係機関等との双方向化の展開、業務・情報処理の効率化とＩ

ＣＴ技術の向上 



 

【法人運営事業】 

 地域と共に、市民総ぐるみによる福祉の推進に取り組む社協として、社会福祉法人

制度改革で掲げられた「経営組織のガバナンスの強化」「事業運営の透明性の向上」

「財務規律の強化」「地域における公益的な取組を実施する責務」等には引き続き注

力し、深化を図ります。また、公益性の高い民間の社会福祉法人である社協に求めら

れる「地域福祉の推進」に向けて「住民が主体的に活動するまちづくり」「安心でき

る福祉サービスの充実」「だれもが暮らしやすい総合的な福祉の向上」への確実な取

り組みができるよう、「経営組織体制の効率化」「財政運営の健全化と持続可能な財政

基盤の確立」「人的体制の強化」といった足元を固め、市民の理解を得ながら一層の

改革と組織の充実強化を推進して参ります。また、本部と各支所・事業所間の連絡体

制や予算管理、事務分掌等の見直しも継続し、時代により変化する福祉ニーズや関連

する社会課題に応えるべく、法人全体を管理し総合的かつ計画的な事業執行、適正な

法人運営を推進します。 

１ 組織体制の強化 

 地域福祉を推進する本会は、開かれた公益性の高い民間の組織として、一般・賛助・

特別会員を募るとともに、福祉活動を行う方や熱意のある方々からの代表を任命し、

運営及び事業展開の根幹となる理事会・評議員会、各種部会・委員会を開催しており、

組織としてのガバナンス確保と組織の充実強化、資質向上を図ります。 

また、本会運営に携わる全ての方々が、主体者として多様な視点から協議を交わし、

複雑化する福祉課題に対して本会に求められる役割を果たすことで、専門性の向上に

つながると考えます。更に、本会職員についてはそれぞれが携わる地域福祉や介護保

険・障害福祉サービス領域といった専門分野の他、広義の福祉を考えるにあたっての

見識を高めるための研修会参加や資格取得等の奨励を積極的に進め、本会職員として

総合的なスキルアップを図ります。 

なお、福祉活動推進員はそれぞれの地域において地域福祉推進の一翼を担う重要な

存在であり、活動の支援や連携体制の整備を引き続き進めて参ります。   

その他、災害時においても支援機能を維持していくための連絡網や情報セキュリテ

ィの確保など、危機管理体制の整備を進めます。 

 

部会･委員会 開催予定 

１ 役員会等の開催  

 正・副会長会議 随時（年 6回） 

 理事会 6･7･9･12･1･3月（年 6回） 

 評議員会 6･7･12･1･3月（年 5回） 

 監事会 4･6･10･11月（年 6回） 

監査会及び外部監査 5･11月（年 3回） 

２ 部会の開催  

 総務部会 9・12・2月（年 3回） 

 地域福祉部会 6・10・2月（年 3回） 

 介護福祉部会 6・10・2月 (年 3回) 



 

３ 本部に設置する委員会の開催  

 評議員選任・解任委員会 随時 

 財政健全化検討委員会 随時 

 生活福祉資金貸付調査委員会 随時 

 生活安定資金運営委員会 随時 

 広報委員会 年 4回 

 広報モニター会議 年 3回 

 支所長会議 年 12回 

 運営検討委員会 年 10回 

 福祉活動専門員会 年 12回 

 
介護保険事業運営推進会議（管理者会

議・各部会） 
管理者会議年 3回、各部会年 3回 

 
生活支援体制整備に係る協議体・連絡

会 
随時（第 1層及び第 2層） 

 虐待防止委員会 年１回以上 

 石越エリア衛生委員会 年１２回 

 
その他、会長が本会の運営上諮問を要

すると認めた事項に関する委員会 
随時 

４ 支所に設置する委員会の開催  

 

地区委員会 6･10･3月（年 3回） 

福祉活動推進員長会議及び研修会 各年 1回 

委員等の研修会 随時 

その他、会長が本会の運営上諮問を要

すると認めた事項に関する委員会 
随時 

５ 各種研修会の開催  

 

役員研修会の開催 11月 

新任職員研修会の開催 4・7・10・1月（年 4回） 

職員各種実務研修会の開催 随時 

 

２ 職員の労働環境の整備 

職員一人ひとりが、自身の職責や求められる役割を自覚し、行動に移すことで社協

は組織として機能し、地域や市民にとって役立つ存在となり得ます。職員一人ひとり

がそれぞれの部署で活躍するためには、心身の安定を維持したうえで「誇りの持てる

職場」「やりがいを持って仕事に取組める職場」「成果が見える職場」として、職員自

身が充実感を持つことが必要です。充実感を得る要素の一つとなる労働環境面につい

ては、職場の清潔保持や業務で使用する備品や機材の整備、ＩＴ機器を活用した定型

的業務時間の削減。福利厚生面の充実などが挙げられます。また、それぞれの業務内

容の洗い出しを行い、組織内の配置人員や役割、業務の進め方を考慮しながら、職員

の労働環境整備を続けます。処遇面では、本会職員数の７割以上を占めている非正規

職員についても同一労働同一賃金の趣旨に基づき、正規職員と非正規職員の業務内容



 

や雇用条件等の違いを明確化し、不合理な格差とならないよう配慮します。 

なお、「働き方改革」の一環である年次有給休暇取得率の向上に加え、年５日以上

の年次有給休暇の確実な取得にも引き続き取り組みます。本会職員数の８割以上は女

性職員が占めておりますが、令和４年４月から義務化された女性活躍推進法に基づき

一般事業主行動計画を作成しており、今後も職業生活と家庭生活との両立に向けた雇

用環境の整備を推進していきます。この他、管理職の労働時間も一般従業員と同様に

法人として把握し、管理職の過度な長時間労働・休日労働の是正に取り組みます。 

 

3 財政運営 

 本会の運営及び各事業の財源は、自主財源となる介護保険事業収入の他、市からの

補助金、事業受託金、共同募金配分金、会費等で構成されており、いずれの財源も今

後の大幅な増加は難しい状況と考えます。更には、新型コロナ禍やウクライナ情勢に

よる経済成長の低迷から、原油価格や物資価格の上昇がかつてない速さで進んでおり

ます。本会においても、特に電気料金の上昇を大きく受け、光熱水費関連予算の増額

補正を行うなど、財政的体力に及ぼす影響が懸念されます。このことから、令和４年

９月よりコンサルタント会社との経費削減にかかる支援業務契約を締結し、まずは法

人全体として日常的に使用する機器類の賃借料、各種業務委託料のコスト削減に取り

組み、その一部は令和５年度当初より実行する計画です。 

収入面では地域福祉の後退にならないよう、登米市への提案と支援要望を行いなが

ら、一般財源である会員会費や共同募金配分金、介護保険・障害福祉サービス事業等

の自主財源の安定的確保に努めていきます。 

今後も本会全体の収支状況及び費用対効果を検証し、課題を先送りせず社会の要請

に応じた事業展開と予算配分などについて、分析と改善を進めて参ります。 

 

4 一般・賛助・特別会員としての参画 

 市民や地元事業者等の方々が、それぞれの立場で地域福祉の推進に参画する手段の

一つが会員制度です。地域でお互いを支える仕組みづくりや、法人運営という本会の

根幹に充てられる会費財源は、本会にとって数少ない貴重な自主財源となります。 

このことから、基本的には全戸加入を目標に例年ご協力をいただいておりますが、

単身世帯や高齢者世帯の増加による世帯構成の変化から、一般会費会員加入率の向上

には厳しい状況があります。地域福祉を進める上で、地域や市民が抱えている課題を

当事者としてとらえ、一人ひとりが主体的な会員として参画していただけるよう、広

報活動の充実と事業展開、財源活用の内容を市民に分かりやすく説明し、会費と社協

の活動の「見える化」を進めて参ります。 

更には、本会の賛助・特別会費については、税額控除の対象となることから、これ

まで関りが薄かった企業等にも積極的に会員加入を啓蒙し、企業における社会貢献活

動の一つとして新たな会員拡大に努めて参ります。 

 

５ スケールメリットとコンパクトな業務体系の両立 

本会は、県内にある３４カ所の市町村社会福祉協議会の中で、仙台市と大崎市に次

ぐ３番目の予算規模と職員数となっております。このスケールメリットとして、それ

ぞれの部署での幅広い関わりを通して得られる多様な情報の蓄積を基に、広い視野を



 

身につけ横断的な活動につなげられると考えます。また、備品等の調達や整備、契約

事務についてもスケールメリットを生かした経費削減が見込める状況です。更には、

本部が行う人事・労務管理、会計事務等をはじめとする各部署の会計事務、帳票の回

覧、取引先とのやりとりなどの業務負担軽減に向け、これらの業務を本部が一括管理

とするシステムを導入し、スケールメリットを活かしたコンパクトな事務負担と分担

の仕組みの構築を進めます。 

 

６ 新型コロナウイルス感染症への対応  

本年５年５月８日より第２類相当から第５類となる見通しですが、各支所及び各施

設・事業所等の運営にあたっては当面の間、手指消毒やマスクの適切な着用，三密の回

避等、各種事業での感染の予防への対応を続けます。 

 

 

【社会福祉事業】 

市民の皆様からご協力いただいた会費を財源に行う事業です。 

基本理念をもとに３つの基本目標に添いながら、本部支所間相互の連携を密にし、 

検証により事業の効率的・効果的展開を図ります。 

 令和５年度から令和６年度に掛けて、社協全体の事業の見直し、統一を図る上で、 

賛助会費、特別会費を財源とする地域還元事業を創設し、各支所で地域に残したい、 

またはこれから進めて行きたい事業を実施していきます。 

     主  な  概  要 

地
域
福
祉
推
進
事
業 

○小地域ネットワーク事業 

本会の事業対象者及び登米市避難行動要支援者名簿等による台帳の整備、本

人への同意確認を進めます。また、関係者それぞれが持っている情報を共有し、

安心安全な暮らしの確保のため、ネットワークの構築に努めます。 

○福祉活動推進員研修会 

福祉活動推進員は、社協や行政、民生委員児童委員等の関係者と協力・連携

し、地域福祉に携わる役職として位置づけられています。研修会では住民同士

の支え合い、地域づくりの担い手となっていただけるよう、その役割について

の共通認識を図り、福祉活動推進員のあり方についても検討していきます。ま

た、福祉活動を推進するための人材育成を図ります。 

○地域福祉教育推進事業 

コロナ禍により希薄化となった住民同士のつながりを再構築し、地域内活動

の活性化を図るきっかけとなる事業として推進します。 

また、地区懇談会等を通し地域の良いところや課題の発見解決に努め、小地

域ネットワークの構築にも繋げていきます。 

 

 



 

 

 

地
域
福
祉
推
進
事
業 

○社協だより・ＳＮＳの発信 

社協マスコットキャラクター「ふくまる」を活用し、子供や若年層等、これ

まで以上に社協事業や共同募金運動をＰＲしていきます。 

社協だより・支所だよりについては、広報モニターや市民からご意見をいた

だき、見やすく、分かり易い内容を心掛け、手に取り見ていただける広報誌の

作成に努めます。 

ホームページや Facebook では、よりタイムリーな情報提供ができるよう随

時更新します。 

○地域福祉フォーラム 

 永年に亘り福祉活動に尽力された皆様を表彰するする機会となり、市民を巻

き込んだ企画を立案し、地域住民にとって大きな集いの場となるよう開催いた

します。 

生
活
相
談
事
業 

○定例相談・法律相談・相談員研修 

定例相談は、令和４年度同様ブロック開催とし、今後について更に検証をし

ていきます。また、令和４年度コロナ特例による生活福祉資金の貸付申請が終

了となり、今後償還等に関する相談が定例外相談でも見込まれることから、本

部支所の情報共有を密にし、適切な対応を心掛けます。 

また、専門的な相談がここ数年増えていることから、相談員には傾聴技術を

始めとする専門的な研修会を実施し、司法書士による法律相談は年１０回の開

設を予定しています。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業 

○ボランティアセンター事業 

 ボランティアの育成、相談、斡旋をしていきます。 

また、「学生ボランティアの拠点づくり」を通して、ボランティア活動への参

加意欲を高め、更には継続的にボランティアＰＲを行い、施設や町内会等への

マッチングをはじめ、活動できる場を増やしていきます。 

災害ボランティア研修会については、災害時に協力をお願いする市民だけに

留まらず、地域企業への参画を求め、非常時の協力体制の構築に努めます。 

 

 

 

【共同募金配分金事業】 

 令和４年度に市民の皆様からご協力いただいた赤い羽根共同募金を、県共募から社 

協配分（地域配分を除く）として受け行う事業です。 

 募金に協力いただく市民の皆様に募金の使われ方についてご理解をいただけるよ 

う、共同募金運動のＰＲに努め、共同募金事業の「見える化」を図ります。 

 



 

     主  な  概  要 

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業 

○Ｊボラ体験隊 

中高校生を対象に参加しやすいよう、ＳＮＳを活用した活動や、ボランティ

ア活動に意欲的に参加できるメニューを企画し、次世代の担い手育成を図りま

す。 

○福祉体験学習講座 

小学校４年生から６年生を対象に夏休み期間等に開催していましたが、一部

地域を除き年々参加者が少ないことで検討、見直しを行ってきており、令和５

年度からは従来行っていたキャップハンディ体験学習等を福祉体験学習として

行うこととしました。内容については学校の要望に応えるものの、社協側から

福祉学習プログラムの活用を提案するなど、先生方と一緒に行う学習会を目指

します。 

○福祉ふれあい作品コンクール 

市内全小中学校の児童・生徒から応募がいただけるよう、学校への周知の方

法を見直し、また、作品の展示方法等を改善していきます。 

○子育て支援金贈呈事業 

１歳の誕生日から２歳の誕生日前までのお子さんの養育者へ支援金を贈呈し

ます。子育て中の若い世代への社協ＰＲ、社協事業等への参加促進に繋げるこ

とを目的とします。 

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業 

○集いの場支援助成事業（新規） 

令和４年度終了となった「町内会等防災用品配分」に変わり、地域住民が主

体的に活動するまちづくりの一助となるよう、町内会等へ施設の修繕、整備に

係る経費の一部を助成します。 

○ふくまるフェスタ 

 子どもから高齢者まで幅広い世代が一堂に会し、社協事業の紹介を通して、

地域福祉事業等への関心を高め、事業等への参加促進と子育て支援の充実を図

ります。 

○高齢者緊急カード・連絡版発行 

高齢者の緊急時に関係者の共有情報として把握できるものとして、行政と統

一したカード、連絡版を発行します。 

○地域ささえあい事業（生活困窮者支援金事業） 

セーフティネット事業の一環として生活困窮者等へ支援金を支給します。 

（世帯割…５，０００円、人員割…５，０００円、上限５０，０００円） 

 ※生活保護受給世帯は対象外とします。 

○フードバンク事業 

 セーフティネット事業の一環として一時的な生活困窮者等へ食糧の支援を行

います。 



 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業 

○ライフアップ・スキルアップ講座 

ボランティアの担い手の発掘、育成を目的に「ライフアップ講座」を開催し、

男性参加者の巻き込みや受講後、ニーズに添ったボランティア活動への誘いの

場として実施します。 

また、スキルアップ講座は、ボランティアの更なる質の向上と、ボランティ

ア活動の継続を図ることを目的とし実施します。 

○福祉団体等助成金 

令和４年度ボランティア団体に対する助成をスタートさせました。様々なボ

ランティア活動に尽力いただいている団体等の継続的な活動への一助となるよ

う、情報の周知徹底を図り助成制度を推進していきます。 

 

【受託事業】 

 ミニデイサービス・シニアサロン事業をはじめ、全ての高齢者福祉事業において、 

まだまだコロナ禍の終息が見えない中、ここ数年外出を控えてきた生活により、出不 

精となる高齢者が多くなったように思われますが、ボランティアや地域の協力を得 

て、高齢者を孤立させない、つくらないため「集いの場」の推進を図り、高齢者の介 

護予防と健康づくりを進めていきます。 

 単価契約の配食サービスについては、消費税率の引き上げ、食材費等の高騰により 

単年度収支が厳しいことから、利用者に不利にならないよう事業形態の見直しや経費 

削減を図り登米市へはその都度要望を出してきましたが、令和５年度は市の財政難を 

理由に、現在の単価（５００円）から減額となる見込みです。ここ数年食数は右肩上 

がりで増えており、登米市へは引き続き社協が受託する意義について協議をしていき 

ます。 

 生活支援体制整備事業については、圏域担当は残しながらも生活支援コーディネー 

ターを各町域に配置としました。支所職員と協力しながら、地域住民が主体となる地 

域づくりができるよう、地域に寄り添い事業の推進を図ります。 

     主  な  概  要 

登
米
市
受
託
事
業
（
登
米
市
福
祉
事
務
所
） 

○外出支援サービス事業 

在宅歩行が難しく公共交通機関の利用困難な方に対し、車いす・ストレッチ

ャーで通院や社会参加等の移動手段を支援します。５台の車両を有効に運行す

ることにより、利用者の希望に合わせた利用ができるように努めます。 

○ミニデイサービス・シニアサロン事業 

高齢者の介護予防の一環として、健康づくりと社会参加を目的とし全行政区

での開催を目標とします。 

○配食サービス事業 

食事の調理等が困難な６５歳以上の高齢者に対し、地域のボランティアの

方々の協力（調理・配達）を得て、栄養バランスの取れた食事の提供、声掛け

を重視した見守りを行っていきます。 

 調理場所を３か所（迫・中田・津山）のブロック制としたことで、定期的に

ブロック会議を開催し、献立の見直し、課題の改善に向けた話し合いを行い、

利用者から求められるお弁当の提供に努めます。 



 

 

登
米
市
受
託
事
業
（
登
米
市
福
祉
事
務
所
） 

○生活支援体制整備事業 

各町域に配置とする生活支援コーディネーターを中心に、町域ごとの介護予

防と生活支援サービスの拡充に向け、支所職員や地域住民とともに、発掘した

地域資源の活用、活躍の場のコーディネートを行います。また、支所職員や地

域住民とともに地域課題の把握に努め、課題解決の足掛かりとなれるよう努め

ていきます。 

○登米市米山・南方地域包括支援センター 

高齢者及び認知症の方やその家族が、気軽に相談できる場であり、住み慣れ

た地域でその人らしい生活を維持することができるよう、関係機関や地域住民

と協力し包括的支援に努めます。 

○軽度生活援助事業 

在宅で安心して自立した生活を送り続けられるよう支援をしていきます。 

○指定管理施設運営事業 

令和５年度から登米市より指定管理施設運営業務を受託します。期間は５年

となります。これまでも老朽化等による修繕が度々ありましたが、今後益々大

規模な修繕が必要となってくることが予想され、登米市と随時協議・検討して

いきます。 

また、地域住民が気軽に利用できる、「集いの場」となるよう、利用者ニーズ

に寄り添った貸館業務を行います。 

 

宮
城
県
社
協
受
託
事
業 

○日常生活自立支援事業 

登米地域福祉サポートセンター（まもりーぶ登米）が主体となって実施しま

す。判断能力が不十分な方に対し、日常生活の自立へ向けた援助として初期相

談・調査から契約までの支援、日常的な金銭管理業務を主体的に実施します。 

また、関係機関に対し事業周知を図り、利用者増に繋げます。 

 

【貸付事業】 

  日常生活を送る上で、支援が必要な人に対し、他機関とも連携を取りながら、自 

 立した生活が営めるよう、資金の貸付を行います。 

     主  な  概  要 

生
活
福
祉
資
金
事
業 

○生活福祉資金貸付事業（県社協直轄） 

新型コロナ特例による「緊急小口資金」、「総合支援資金」の貸付申請が令和

４年９月をもって終了となりました。今後通常の生活福祉資金の相談、コロナ

特例の償還が開始となったことから、償還についての問い合わせ等が増えるこ

とが予想されますが、相談者に寄り添い、関係機関と連携しながら進めていき

ます。 

 



 

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業 

○生活安定資金貸付事業 

支援が必要な方へ安定した生活が送れるよう、資金貸付を行います。 

保証人を付けられず貸付に至らない相談については、長期的な生活困窮世帯

が多いことから、他機関を紹介するなどの連携により支援を行います。 

また、長期滞納世帯に対しては、支所と協力し償還指導の強化に努めます。 

 

 

【介護保険・障害福祉事業】 

令和５年５月より新型コロナウイルス感染症への対策が緩和され、活発な活動や交流

が期待される中、高齢者の感染リスクは高くなり感染拡大も懸念されることから施設療

養に対する補助金の継続が決まりました。引き続き、感染対策を行いながら実施してい

きますが、それらに要する衛生用品を始め、食材費、燃料費、特に電気料金の高騰は厳

しい経営状況に拍車をかける状況であり、利用者への影響を最小限に留めつつ節約に努

め、改善策についての検討を行います。 

介護保険事業の利用状況としては、全体的に新規契約者数が終了者数を上回っている

ものの、軽度利用者の増加による収入の落ち込みと、数か月単位で利用者数が大きく変

動する状況はここ数年の傾向として変わりなく、登米市内介護事業所の需要と供給のア

ンバランスに対して、社協の強みを生かしたＰＲと介護保険事業所等地域還元事業に積

極的に取り組み、関係性を構築し、地域に根差した事業所として選ばれる事業所づくり

により経営改善を目指します。 

障害福祉事業では、南方福祉作業所あやめ園「あったかカフェつなぐ」の再開と新規

菓子事業への取り組み、豊里福祉作業所工房なかまでは、リサイクル事業を始めとした

作業の充実を図り、再開が期待できるイベントや行事での販売等を通して、働く喜びや

やりがいのある作業所、魅力のある就労の場を提供し、新規利用者の獲得と利用者の工

賃向上に向けた取り組みを進めます。また、県でも力を入れている農福連携について、

県や市内の状況をみながら協議を進めます。 

令和６年度の報酬改定を見据え、虐待防止の更なる推進と資格取得の促進、非常災害

及び感染症に対する業務継続計画を策定し、今後はさらに専門的かつ適切な対応が求め

られるようになるため、職員ひとりひとりが倫理観を高め、専門職としての自覚と責任

ある行動がとれるよう会議、研修等を充実するなど職場環境を整えます。同時に介護職

員等に対する処遇改善手当等に合わせ、新たにベースアップ等支援加算を取得し、仕事

に対するやりがいにつながるよう夜勤手当や職務手当など働き方に応じた手当を支給

し、処遇を改善します。 

全ての施設（設備）で大規模な修繕が必要となってきており、補助金等を活用しなが

ら計画的に実施できるよう見極め、長期的な視点で事業の適正化を図りながら、登米市

内の動向を注視しながら安定的・継続的にサービス提供ができるよう事業を展開してい

きます。 

 

 



 

事業名 基 本 方 針  

介護保険事業等 

運営推進会議 

介護保険事業並びに障害福祉事業の適切かつ適正な事業運営と

安定経営を図るため、事業の充実に向けた協議を行い、介護保険事

業等全体の活性化を図ります。 

・管理者全体会議 年３回 

・居宅介護支援部会、デイサービス部会、 

地域密着型事業部会、障害福祉部会    

 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

居宅介護 

支援事業 

・中田居宅 

・石越居宅 

・米山居宅 

住み慣れた地域で自分らしく自立した生活が送られるよう利用者

本位、公正・中立の立場で関係機関との連携により、多様なサービ

スを総合的かつ効率的に提供されるよう支援します。 

・中田居宅『話をよく聞いて相談し、その方に合わせて適切な 

情報提供を行い、迅速な対応をします』 

・石越居宅『いつでも視点は本人に困った時に支援します』 

・米山居宅『地域力を生かしたケアプラン策定の充実』 

＊給付管理率 ９３％（１か月１人当たり 管理給付数３５件） 

デイサービス 

事業 

・石越デイ 

・米山デイ 

機能訓練や必要な介護サービスを提供し、利用者の社会的孤立の

解消と介護者の身体的・精神的負担を軽減します。専門性の向上と

接遇を身につけ、信頼できる事業所を目指します。 

・石越デイ『業務を効率化し、職員の負担や環境の改善、何より 

利用者と直接触れ合うケアの時間を増やす』 

・米山デイ『元気にあいさつ、笑顔で寄り添う温かい介護』 

＊定員に対する利用率 ８５％（１日平均３０人以上） 

地域密着型

デイサービス 

事業 

・中田デイ 

地域に根差した事業所として必要な介護サービスを提供し、利用

者の社会的孤立の解消と介護者の身体的・精神的負担を軽減します

専門性の向上と接遇を身につけ、信頼できる事業所を目指します。 

『個々の気持ちに寄り添い、耳を傾け、丁寧な対応ができる』 

＊定員に対する利用率 ８５％（１日平均１２人以上） 

訪問介護 

事業 

・米山 

訪問介護 

個別訪問する業務の特性上、スタッフ個々の力量が事業所の評価

に繋がりやすいため、内部・外部研修に積極的に参加し、職員の専

門性の向上を図ります。 

『利用者、家族との信頼関係を大切にし、常に利用者の立場に立ち 

自立の可能性を一緒に見つけながら親切丁寧なサービス提供を 

行います』 

＊稼働率１００％ １人当１日５件（１か月 延１，０００人） 

特別養護 

老人ホーム

「風の路」 

事業計画【別紙】 

＊長期入居率 ９８．３％ 

＊短期入居率 ９４％ 

グループ

ホーム事業 

認知症高齢者 

グループホーム

ほほえみ 

入居者の思いや生き方を尊重し、職員共通の理解と統一した支援

により地域社会の中で心穏やかに暮らせるよう支援します。研修等

へ積極的に参加し職員ひとりひとりの専門性を高めます。 

『ひとりひとりが笑顔で毎日を暮らせるよう、寄り添う事を 

第一に考えます』 

＊入居率  １００％ 

各年３回 



 

 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス 

豊里福祉 

作業所事業 

工房なかま 

利用者ひとりひとりを尊重し、働くことの楽しさや喜びが感じら

れる就労の機会を提供すると共に、障がいの特性に合った支援を行

い安心して通所できる作業所を目指します。 

『利用者及び利用者家族と良好な関係性を築くこと、新規利用者 

確保に努める』 

＊定員に対する利用率 １００％ 

＊作業工賃平均月額（１人当）１８，０００円以上 

南方福祉 

作業所事業 

あやめ園 

障がいがあってもなくても共に働ける作業所を目指し、利用者を尊

重し、障がいの特性に合わせた支援を行い、働く喜びを感じられる就

労の機会を提供すると共に、安心して生活できるよう支援します。 

『利用者の意思と障がい特性に合わせた支援を行い、安定した工賃 

の確保、安心して通える場を目指す』 

＊定員に対する利用率 １００％ 

＊作業工賃平均月額（１人当）１８，０００円以上 

障害者 

ケアホーム

事業 

カーサにしき 

地域住民の一員として、安心できるくらしの場を提供します。利用

者の立場に立ったサービスと、できることが増やせる支援を心がけ、

防災や事故防止に向けた取り組みを進めます。 

『地域活動に参加し、交流を深めて自然と笑顔で挨拶ができる 

ようになる』 

＊入居率 ＝ ９９％ 

訪問介護 

事業 

・米山 

訪問介護 

感染対策に努めながら、利用者と家族との信頼関係を大事にし、

障がい特性に応じた柔軟かつ丁寧な対応を心がけ、信頼され選ばれ

るサービス事業所を目指します。 

＊月訪問延べ件数＝１２０件目標 稼働率１００％ 

 



№
1

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

支
所
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

迫
地
区
委
員
会

地
区
委
員
(
年
3
回
）

各
種
研
修

役
職
員
研
修

迫
支
所
だ
よ
り
の
発
行

年
間
８
回
　
支
所
だ
よ
り
発
行

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
事
業
説
明
と
地
域
を
訪
問
し
て
推
進

す
る

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

各
地
区
ご
と
開
催
。
社
協
会
費
の
収
納
事
務
説
明

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
に
対
し
て
社
協
事
業
の
理
解
を
図
る

推
進
員
研
修
と
併
せ
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
研
修
会
を
開
催

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
の
活
性
化
の
為
、
事
業
申
請
等
を
推
進
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
の

協
力

公
民
館
と
の
事
業
連
携
を
進
め
て
い
く

佐
沼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
へ
の
参

加
社
協
事
業
紹
介
と
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ
リ
ス
タ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣

地
域
づ
く
り
研
修
会

（
迫
の
お
宝
発
表
会
）

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
つ
な
が
り
や
交
流
を
学
ぶ

地
域
還
元
事
業

ク
イ
ズ
を
と
お
し
、
社
協
及
び
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
す
る

3
生
活
相
談
事
業

定
例
相
談
の
実
施

年
間
１
１
回
　
一
般
住
民
向
け
に
定
例
相
談
を
開
設
す
る

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
各
種
業
務
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
-
研
修
会
の
実
施

福
祉
体
験
学
習

各
学
校
で
の
総
合
学
習
で
の
福
祉
教
育
の
取
組
を
支
援
す
る

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
活
動
費
助
成

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

緊
急
時
連
絡
カ
ー
ド
発
行
事
業

緊
急
時
の
身
元
把
握
と
家
族
へ
の
迅
速
な
連
絡
を
図
る
た
め
発
行
す

る
。

ふ
れ
あ
い
の
集
い

会
食
と
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
を
年
２
回
開
催
（
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
・
高
齢
者
世
帯
対
象
）

地
域
間
交
流
事
業
(
第
6
回
G
G
交
流

大
会
)

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
と
連
携
し
、
地
域
間
交
流
の
場
の
創
設
を

目
的
と
し
た
G
G
交
流
大
会
を
実
施
す
る

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

2
地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

迫
令

 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

4
3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

社
会
福
祉
事
業

1

5

一
般
配
分
金
事
業

4



№
2

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

迫
令

 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代

表
者
会
議

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
日
程
調
整
・
意

見
交
流
会
を
含
む
代
表
者
会
議

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
代
表
者
会

議
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
同
士
の
交
流
・
つ
な
が
り
の
強
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

は
さ
ま
元
気
応
援
研
修
会

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

市
と
共
催
。
健
康
づ
く
り

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

は
さ
ま
元
気
応
援
研
修
会

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

登
米
市
と
の
共
催
事
業
、
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
研
修
を
行
う
、

社
協
側
は
ミ
ニ
デ
イ
お
世
話
人
を
対
象
に
実
施
す
る

12
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る
(
月
・
水
・
金
曜
日
に
市
内
統
一
実
施
)

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(
地
域
支

援
事
業
)
に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う
、
地
域
福
祉
推

進
事
業
と
連
携
し
、
地
域
間
交
流
事
業
と
し
て
サ
ロ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
企
画
す
る

・
迫
圏
域
協
議
体
会
議
年
3
回

・
協
議
体
移
動
研
修

・
行
き
つ
け
サ
ロ
ン

・
命
の
バ
ト
ン
研
修
会
及
び
地
区
懇
談
会
（
波
及
活
動
）

・
体
力
づ
く
り
！
み
ん
な
集
ま
れ
ラ
ジ
オ
体
操

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
14
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
迫
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

相
談
受
付
等
の
業
務

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

4

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

11

6
市
受
託
事
業

社
会
福
祉
事
業

1

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

7
一
般
配
分
金
事
業



№
3

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

登
米
支
所
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
（
年
３
回
）

地
区
委
員
研
修
会

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
視
察
研
修
）
と
共
催
で
開
催
（
年
１

回
）

と
よ
ま
支
所
だ
よ
り
の
発
行

年
間
6
回
　
支
所
だ
よ
り
発
行
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

同
時
発
行
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
事
業
説
明
と
地
域
を
訪
問
し
て
推
進

す
る

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
を
対
象
と
し
た
会
議
を
開
催
（
社
協
会
費
納
入

依
頼
　
他
）
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
に
対
し
て
社
協
事
業
の
理
解
を
図
る

地
区
懇
談
会
の
開
催

行
政
区
に
出
向
き
住
民
と
地
域
福
祉
活
動
の
意
見
交
換
を
行
う

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ
ﾃ
ｨ
の
活
性
化
の
為
、
事
業
申
請
等
を
推
進
す
る

地
域
還
元
事
業

小
学
4
～
6
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
・
防
災
に
関
す
る
知
識
と

理
解
を
深
め
る
場
を
提
供
す
る

定
例
相
談
の
実
施

年
間
４
回
　
一
般
住
民
向
け
に
定
例
相
談
を
開
設
す
る

法
律
相
談
の
実
施

住
民
の
法
律
問
題
に
関
す
る
問
題
に
対
応
す
る
、
相
談
会
場
は
迫
と

中
田
の
2
ヶ
所
に
集
約
実
施

生
活
相
談
員
研
修
会

県
、
市
主
催
の
研
修
会
に
相
談
員
を
派
遣
し
技
能
向
上
を
図
る

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
各
種
業
務
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
1
回
）
、
設
置
訓
練
（
1
回
）
の
実
施

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

家
に
居
な
が
ら
簡
単
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
プ
ル

タ
ブ
や
使
用
済
み
切
手
等
収
集
活
動
を
行
う

福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

各
学
校
で
の
総
合
学
習
で
の
福
祉
教
育
の
取
組
を
支
援
す
る

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
活
動
費
助
成

だ
が
し
や
縁
日

地
域
の
子
供
か
ら
大
人
ま
で
世
代
間
交
流
を
図
り
な
が
ら
物
を
買
う

な
ど
社
会
常
識
を
学
ぶ

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

高
齢
者
交
流
会

会
食
と
交
流
を
目
的
と
し
た
集
い
を
年
２
回
開
催
（
単
身
高
齢
者
・

高
齢
者
の
み
の
世
帯
対
象
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

一
般
配
分
金
事
業

4

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

2

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
3

地
域
福
祉
推
進
事
業

2

登
米

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

地
域
福
祉
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

53
生
活
相
談
事
業

社
会
福
祉
事
業

1



№
4

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

登
米

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

緊
急
時
連
絡
版
・
カ
ー
ド
発
行
事

業
緊
急
時
の
身
元
把
握
と
家
族
へ
の
迅
速
な
連
絡
を
図
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

災
害
時
に
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

材
発
掘
、
養
成
を
行
う

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
研
修
を
行
う

元
気
も
り
も
り
教
室

（
和
話
輪
推
進
研
修
会
）

登
米
市
と
の
共
催
事
業
、
介
護
予
防
に
関
す
る
各
種
研
修
を
行
う
、

社
協
側
は
ミ
ニ
デ
イ
お
世
話
人
を
対
象
に
実
施
す
る

ミ
ニ
デ
イ
推
進
事
業
「
笑
っ
亭
」
ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
推
進
を
図
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

11
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
・
ｼ
ﾆ
ｱ
ｻ
ﾛ
ﾝ
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

12
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る
(
月
・
水
・
金
曜
日
に
市
内
統
一
実
施
)

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(
地
域
支

援
事
業
)
に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う
、
地
域
福
祉
推

進
事
業
と
連
携
し
、
地
域
間
交
流
事
業
と
し
て
サ
ロ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
企
画
す
る

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
15
登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業

登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事

業
登
米
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

相
談
受
付
等
の
業
務

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

6
市
受
託
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

一
般
配
分
金
事
業

4

社
会
福
祉
事
業

1

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

7



№
5

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

支
所
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

東
和
地
区
委
員
会

東
和
地
区
の
福
祉
全
般
の
諸
課
題
を
協
議
検
討
す
る
。
(
年
３
回
）

地
区
委
員
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
を
対
象
と
し
た
会
議
を
開
催
。

(
社
協
会
費
納
入
依
頼
　
他
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会
（
地
域

支
援
研
修
会
）

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
（
地
域
支
援
研
修
会
）
と
共
催
で
開
催
（
年
２

回
）

地
域
福
祉
懇
談
会

区
長
、
町
内
会
長
、
民
生
委
員
、
福
祉
活
動
推
進
員
と
の
情
報
交
換
の

場
。

支
所
だ
よ
り
の
発
行
事
業

社
協
東
和
支
所
活
動
の
周
知
と
市
民
に
情
報
提
供
を
行
う
。

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

町
内
会
が
行
う
住
民
主
体
の
福
祉
教
育
普
及
及
び
地
域
活
動
に
活
動

費
の
一
部
を
助
成
し
、
地
域
の
福
祉
力
向
上
を
図
る
。

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

見
守
り
が
必
要
な
方
に
対
し
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
て
地
域
で
見

守
る
体
制
を
構
築
す
る
。

福
祉
防
災
マ
ッ
プ
作
成
事
業

地
域
の
危
険
個
所
及
び
避
難
時
に
お
け
る
避
難
経
路
と
要
援
護
者
の

情
報
把
握
と
共
有
を
図
り
、
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

図
る
。

定
例
相
談
所
の
開
設

地
域
の
困
り
ご
と
に
対
処
す
る
た
め
、
生
活
相
談
所
を
開
設
す
る
。

(
年
４
回
、
相
談
員
２
名
と
行
政
相
談
員
１
名
で
対
応
。
）

生
活
相
談
員
会
議
・
研
修
会

相
談
員
技
法
向
上
を
目
的
と
し
た
会
議
（
年
１
回
）
、
研
修
会
（
年

１
回
）
の
開
催
。

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
運
営

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

防
災
研
修
会

災
害
時
に
お
け
る
知
識
と
組
織
活
動
の
強
化
を
図
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
共
催
。

福
祉
体
験
学
習
会

小
学
４
～
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
に
関
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
場
を
提
供
す
る
。
（
年
１
回
）

福
祉
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
」
を
含
む
地
域
福
祉
に
関
す
る
学
習
を

通
し
て
、
地
域
課
題
に
目
を
向
け
た
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
の
場
を
提
供
す
る
。

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
へ
活
動
費
を
助
成
す
る
。

ふ
れ
あ
い
駄
菓
子
屋

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
と
地
域
の
つ
な
が

り
づ
く
り
を
図
る
。

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

2

地
域
福
祉
事
業

2

東
和

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

3
生
活
相
談
事
業

社
会
福
祉
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

1

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

5
一
般
募
金
配
分
金
事
業

4



№
6

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

東
和

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

6
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

玄
米
ダ
ン
ベ
ル
教
室

（
高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業
）

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

高
齢
者
会
食
会

単
身
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
交
流
会
（
2
回
、
内
1
回
は
ボ
ラ
友
主

催
）

緊
急
時
連
絡
版
・
カ
ー
ド
発
行
事

業
緊
急
時
の
身
元
把
握
と
家
族
へ
の
迅
速
な
連
絡
を
図
る
た
め
発
行
す

る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

活
動
状
況
や
課
題
点
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
会
を
行
い
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
向
上
と
活
性
化
を
図
る
。

ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
研
修
会
活
用
で
き
る
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
達
。
（
年
２
回
）

和
話
輪
推
進
研
修
会

市
と
共
催
（
年
３
回
）
。
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

を
兼
ね
る
。
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
支
援

自
主
運
営
に
伴
う
後
方
支
援

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

11
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る
。

・
ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
開
催

・
ミ
ニ
デ
イ
代
表
者
会
議
の
開
催
（
年
１
回
）

12
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事

業
)に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

・
協
議
体
会
議
1
回
、
東
和
連
絡
会
議
3
回

・
地
域
支
援
研
修
会
2
回

・
麻
雀
親
睦
交
流
大
会
１
回

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
か
方
に
対
し
て

金
銭
管
理
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

県
社
協
で
貸
付
を
行
う
生
活
福
祉
資
金
の
借
受
申
請
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
、
ま
た
申
請
を
受
理
し
本
部
に
進
達
す
る
。

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

市
受
託
事
業

7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

社
会
福
祉
事
業

1

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4 6



№
7

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

支
所
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

地
区
委
員
会

中
田
地
区
内
の
地
域
福
祉
の
充
実
と
発
展
の
た
め
に
協
議
す
る
(
年

３
回
）

福
祉
活
動
推
進
研
修
会

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
社
協
事
業
な
ど
に
つ
い
て
研
修

会
を
行
う

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
内
の
福
祉
力
ア
ッ
プ
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
地

域
内
活
動
の
活
性
化
を
図
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
。

地
域
還
元
事
業
（
仮
称
）

食
の
提
供
を
通
じ
て
、
社
協
事
業
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行

う
。
学
童
ク
ラ
ブ
の
子
供
た
ち
を
中
心
に
食
の
提
供
を
行
う
。

地
域
づ
く
り
研
修
会

地
域
づ
く
り
の
講
演
会
を
通
じ
、
改
め
て
地
域
で
の
支
え
合
い
づ
く

り
の
基
盤
を
学
び
、
地
域
内
で
の
支
え
合
い
推
進
を
促
す

な
か
だ
の
秋
ま
つ
り
（
社
協
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
）

地
域
住
民
へ
社
協
の
P
R
、
バ
ザ
ー
の
収
益
は
共
同
募
金
と
中
田
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
の
活
動
資
金
に
有
効
活
用
す
る
。

支
所
だ
よ
り
等
の
発
行

社
協
事
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
。
年
間
6
回
以

上
発
行

3
生
活
相
談
事
業

生
活
相
談

日
常
生
活
で
の
困
り
事
の
相
談
を
受
け
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
。

定
例
会
相
談
会
(年
4
回
)、
相
談
所
連
絡
会
議
(4
月
)

生
活
相
談
員
、
行
政
相
談
員
、
消
費
生
活
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
運
営

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
つ
い
て
研
修
。
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
を
行
い
、

２
回
に
わ
け
て
開
催
。

福
祉
協
力
校
指
定
事
業

町
内
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
助

成
金
を
交
付
。
情
報
交
換
会
。

福
祉
体
験
学
習
講
座

町
内
小
学
生
を
対
象
に
、
専
門
的
分
野
で
の
学
習
機
会
を
作
り
福
祉

に
対
す
る
関
心
を
深
め
る
。

福
祉
学
習
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾑ
の
体
系
化
と

運
用
（
ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
体
験
）

町
内
小
・
中
学
校
へ
出
向
き
ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
体
験
を
行
う
。
ま
た
、
必

要
に
応
じ
て
講
師
の
派
遣
や
用
具
の
貸
出
等
も
随
時
行
っ
て
い
く
。

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
情
報
交
換
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
相
互
の
情
報
交
換
や
社
協
と
の
事
業
連
携
等

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
。

中
学
校
、
地
域
交
流
事
業

地
域
住
民
と
の
交
流
事
業
・
地
域
福
祉
学
習
会

高
齢
者
会
食
会
（
マ
ロ
ニ
エ
会
）

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
社
会
参
加
と
交
流
事
業
（
年
5
回
)

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
趣
味
活
動
の
促
進
と
中
田
町
老
連
の
つ
ど
い
へ

の
参
加
。

サ
ン
タ
の
宅
配
事
業

他
団
体
が
主
催
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
達
事
業
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
す
る
。

中
田

令
 和

 ５
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

2
地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

社
会
福
祉
事
業

1

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

業
5

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4



№
8

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

中
田

令
 和

 ５
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

和
話
輪
推
進
研
修
会

登
米
市
と
の
協
働
事
業
。
年
3
回
。
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、

介
護
予
防
の
推
進
や
集
ま
る
場
の
充
実
を
図
る
。

ミ
ニ
デ
イ
・
シ
ニ
ア
交
流
会

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
、
開
催
内
容
の
充
実
を
図
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
中
田
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ

助
成
金
を
交
付
す
る
。

収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

使
用
済
み
切
手
や
プ
ル
タ
ブ
な
ど
の
収
集
を
行
い
、
福
祉
活
動
に
役
立

て
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
の
各
種
研
修
を
行
う
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
7
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
る
。
プ
レ

ゼ
ン
ト
は
、
作
成
か
ら
配
達
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
。

サ
ラ
ダ
会
研
修
会

誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う
。

絵
手
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
研
修

会
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

む
け
て
開
催

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

11
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

12
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事
業
)に
向

け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

俺
ん
ち

地
域
住
民
の
興
味
の
あ
る
も
の
の
講
座
を
開
催
し
、
情
報
交
換
・
地

域
交
流
の
き
っ
か
け
と
し
て
活
用
す
る
。

ち
ょ
こ
っ
と
体
操

コ
ロ
ナ
禍
で
も
み
ん
な
で
楽
し
く
集
ま
り
、
健
康
維
持
、
体
力
増

進
、
介
護
予
防
、
集
い
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

生
活
支
援
研
修
会
（
地
域
づ
く
り

研
修
会
）

地
域
づ
く
り
の
講
演
会
を
通
じ
、
改
め
て
地
域
で
の
支
え
合
い
づ
く

り
の
基
盤
を
学
び
、
地
域
内
で
の
支
え
合
い
推
進
を
促
す

視
察
研
修
会

気
仙
沼
市
社
協
で
行
っ
て
い
る
事
業
視
察
を
行
い
、
新
た
な
取
り
組

み
の
参
考
と
な
る
研
修
会
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
16
中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

中
田
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

ま
も
り
ー
ぶ
事
業
の
実
施
及
び
支
援

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相

談
受
付
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還

に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4 6
市
受
託
事
業

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

社
会
福
祉
事
業

1

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

7



№
9

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

管
理
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

豊
里
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）

各
種
研
修
会

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議
（
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
の
役
割
及
び
社
協
事
業
の
説
明
（
年
1
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
2
0
行
政
区
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

高
齢
者
等
見
守
り
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
の
見
守
り
活
動

地
域
還
元
事
業

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
（
G
G
協
会
・
住
民
・
社
協
役
員
交
流

の
場
づ
く
り
）

支
所
だ
よ
り
発
行

と
よ
さ
と
支
所
だ
よ
り
の
発
行
（
年
６
回
以
上
）

生
活
相
談
所
の
開
設

定
例
相
談
所
開
設
（
年
4
回
：
行
政
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
同
時
開

催
）

各
種
研
修
会
・
会
議

各
研
修
会
へ
の
参
加
（
県
社
協
、
本
部
主
催
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
（
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
年
1
回
）

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
(
年
１
回
）
（
本
部
合
同
開

催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
だ
よ
り
発
行

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
（
年
６
回
以
上
）

福
祉
体
験
学
習
講
座
(
キ
ャ
ッ
プ

ハ
ン
デ
ィ
体
験
）

学
校
や
地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
福
祉
体
験

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

地
区
内
小
・
中
学
校
へ
の
助
成
（
１
校
）

福
祉
活
動
協
力
校
説
明
会

福
祉
協
力
校
指
定
事
業
の
説
明
と
情
報
交
換

だ
が
し
屋
さ
ん

世
代
間
交
流
の
場
の
提
供
。
駄
菓
子
・
飲
み
物
の
販
売
（
年
１
回
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

豊
里

令
 和

 ５
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

4

社
会
福
祉
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

業
5

一
般
募
金
配
分
金
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2
地
域
福
祉
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

2 3
生
活
相
談
事
業

3
4

1



№
1
0

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

豊
里

令
 和

 ５
 年

 度
　

事
 業

 計
 画

 書
事
業
区
分

5
児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

業
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

高
齢
者
会
食
会
（
ふ
れ
あ
い
交
流

会
）

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
者
の
み
世
帯
を
対
象
に
し
た
交
流
会
の
実
施
（
年

２
回
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び
に

人
材
育
成

緊
急
時
連
絡
版
・
カ
ー
ド
発
行
事

業
６
５
歳
以
上
の
希
望
者
に
対
し
発
行
し
、
緊
急
時
の
連
携
を
図
る
(
通

年
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
青
空
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
赤
い

羽
根
く
じ
引
き
、
だ
が
し
屋
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
開
催
（
年
１
回
）

認
知
症
カ
フ
ェ

地
区
内
の
福
祉
事
業
所
と
協
力
し
開
催
（
年
３
回
程
度
）

和
話
輪
推
進
研
修
会
（
豊
里
い
き

い
き
元
気
講
座
）

ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
行
う
研
修
会
の
実
施

（
登
米
市
と
共
催
：
年
３
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
研
修
会
の
実
施
（
年
１
回
）

福
祉
団
体
助
成
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成
と
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者
会
議
・
交
流
会
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
交
換
会

（
各
１
回
）

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

1
0
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利

用
受
付

1
1
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身

機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

1
2
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理
し
、

居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確
保
す
る

1
3
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(
地
域
支
援
事
業
)
に

向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

1
9
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
金
銭

管
理
等
の
支
援
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

2
0
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相

談
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
携
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還
に

関
す
る
事
務
を
行
う

1
0
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

2
1
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

7

社
会
福
祉
事
業

1

4
一
般
募
金
配
分
金
事
業

市
受
託
事
業

6



№
1

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

支
所
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

米
山
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）
、
地
区
委
員
研
修
会
（
年
1
回
）

各
種
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

社
協
事
業
の
説
明
及
び
社
協
会
費
へ
の
協
力
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修

福
祉
活
動
推
進
員
の
役
割
及
び
社
協
事
業
の
説
明
（
年
1
回
）

地
区
懇
談
会

社
協
事
業
の
紹
介
・
意
見
交
換

地
域
づ
く
り
研
修
会

地
域
で
活
躍
す
る
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
等
の
意
識
を
高
め
資
質
向
上
を
図
る
（
年
1
回
）

支
所
だ
よ
り
発
行

よ
ね
や
ま
支
所
だ
よ
り
の
発
行
（
年
8
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
全
行
政
区
）

地
域
還
元
事
業

レ
ク
ト
レ
教
室
(
3
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

生
活
相
談
所
の
開
設

定
例
相
談
所
開
設
（
年
4
回
：
行
政
相
談
と
合
同
）

各
種
研
修

各
研
修
会
へ
の
参
加
（
県
社
協
、
本
部
主
催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

・
小
中
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
に
つ
い
て
研
修
を

行
う
。
中
学
校
区
合
同
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
生
の
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
住
民
参
加
を
促
し
防
災
力
向
上
に
つ
な
げ
る
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設

置
訓
練

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
（
年
1
回
）

各
種
研
修
会
へ
の
参
加

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
学
習

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
イ
体
験
を
中
心
に
福
祉
学
習
を
す
る

福
祉
体
験
学
習
会

防
災
体
験
学
習

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
協
力
校
指
定
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
連
絡
会
議
（
年
1
回
）

町
内
小
学
校
・
中
学
校
・
き
づ
な
高
等
学
校
へ
の
助
成
（
5
校
）

ま
る
ご
と
ち
ゃ
れ
ん
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
を
取
り
高
齢
者
や
子
供
た
ち
と
の
世
代
間
交
流
を
図

る
（
年
1
回
）

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

米
山

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

3
生
活
相
談
事
業

2

2

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事

業
5

一
般
配
分
金
事
業

4

社
会
福
祉
事
業

1

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

地
域
福
祉
事
業



№
2

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

米
山

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

ふ
れ
あ
い
会
食
会

概
ね
7
0
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し
た
会
食
会
（
年

2
回
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

カ
ラ
オ
ケ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等
集
い
の
場

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

衛
生
管
理
・
食
品
管
理
に
つ
い
て
の
研
修
会

交
通
安
全
教
室

環
境
美
化
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動

清
掃
を
通
し
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
意
識
を
高
め
る
（
年
2
回
）

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
交
流
会

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
を
対
象
に
説
明
会
及
び
交
流
を
図
る
（
年
1
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

米
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
へ
の
助
成

い
き
い
き
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
研
修
会

行
政
と
共
催
に
よ
る
地
域
を
活
発
に
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
（
年
３
回
）

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利
用
受

付

11
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

12
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る
（
月
・
水
・
金
）

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(
地
域
支
援
事
業
)

に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事

業
17
米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業

米
山
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
業
務
を
実
施
す
る
。

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、

日
常
的
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
定
期
的
に
生
活
支
援
員
が
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相
談
受

付
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還
に
関
す

る
事
務

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

市
受
託
事
業

6

1
社
会
福
祉
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

一
般
配
分
金
事
業

4

配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会
(
ブ

ロ
ッ
ク
開
催
）

7
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業



№
13

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

管
理
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

石
越
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）

各
種
研
修

役
職
員
研
修

地
域
還
元
事
業

ま
る
ご
と
石
越
祭
り
に
併
せ
社
協
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
社
協
P
R

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
を
対
象
と
し
た
会
議
を
開
催
す
る
（
社
協
会
費

の
納
入
依
頼
も
行
う
）
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
（
年
1
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
の
福
祉
力
向
上
及
び
活
性
化
を
目
指
し
つ
つ
地
域
福
祉
活
動

（
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
）
の
充
実
へ
向
け
た
推
進
を
図
る

地
区
懇
談
会

社
協
事
業
の
紹
介
・
意
見
交
換

小
地
域
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
活
動

各
行
政
区
で
組
ま
れ
て
い
る
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
に
つ
い
て
地
域
住
民
と
意
見
交

換
や
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
合
う

福
祉
ﾁ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ

地
域
住
民
よ
り
物
品
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
ﾁ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ
ｰ
ﾊ
ﾞ
ｻ
ﾞ
ｰ
を
開
催

し
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る

支
所
だ
よ
り
発
行

社
協
石
越
支
所
活
動
を
周
知
し
、
市
民
に
情
報
提
供
を
行
う
（
年
6

回
）

3
生
活
相
談
事
業

生
活
相
談
所
開
設

（
困
り
ご
と
何
で
も
相
談
）

地
域
の
困
り
ご
と
に
対
処
す
る
た
め
、
定
例
的
に
生
活
相
談
所
を
支
所
内
に

開
設
す
る
（
年
4
回
開
催
、
行
政
相
談
員
含
）
、
生
活
相
談
員
研
修
参
加

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
運
営
会
議

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
運
営
会
議
を
行
い
災
害
研
修
会
を
実
施
す

る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

災
害
・
防
災
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
す
る

福
祉
体
験
学
習
（
ｷ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
ﾊ
ﾝ
ﾃ
ﾞ
ｨ
体

験
学
習
）

町
内
の
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
福
祉
体
験
学
習
を
行
う

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
へ
活
動
費
助
成

福
祉
活
動
協
力
校
情
報
交
換
会

学
校
へ
の
福
祉
協
力
校
指
定
事
業
の
説
明
と
情
報
交
換

だ
が
し
や
広
場

石
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
と
協
力
し
、
世
代
間
交
流
を
図
り

な
が
ら
物
を
買
う
な
ど
、
社
会
認
識
を
学
ぶ
。

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

一
般
配
分
金
事
業

石
越

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4

社
会
福
祉
事
業

1

地
域
福
祉
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

2

2

4

児
童
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

5
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概
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石
越

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

ふ
れ
あ
い
会
会
食
会

6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
交
流
会
を
開
催
す
る

と
っ
て
お
き
シ
ニ
ア
の
つ
ど
い

7
5
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
と
8
0
歳
以
上
高
齢
世
帯
を
対
象
に
交
流
会
を

開
催
す
る

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
生
活
の
助
長
と
心
身
機
能
の
維
持
向
上
、
並
び

に
人
材
育
成

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
養
成
講
座

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
人
口
を
増
や
す
た
め
、
人
材
育
成
を
図
る

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
調
理
・
配
達
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
に
活
用
で
き
る
講
話
や
実
習
を
開

催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
へ
の
助
成

和
輪
話
推
進
研
修
会

介
護
予
防
推
進
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
的
に
開
催

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

10
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス

利
用
受
付

11
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心

身
機
能
の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る
（
年
3
回
：
和
話

輪
研
修
開
催
）

12
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

調
理
し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活

の
安
定
を
確
保
す
る

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(
地
域
支

援
事
業
)
に
向
け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

7
福
祉
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
事
業
18
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
石
越
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

石
越
福
祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
指
定
管
理
業
務

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
生
活
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
金

銭
管
理
等
の
支
援
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の

相
談
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
携
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償

還
に
関
す
る
事
務
を
行
う

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

1

一
般
配
分
金
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

6

4

社
会
福
祉
事
業

7
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

6
市
受
託
事
業
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1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

管
理
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

南
方
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）
、
地
区
委
員
研
修
会
（
年
1
回
）

各
種
研
修

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
並
び
に
行
政
区
長
合
同
会
議
（
年
1
回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
長
研
修
会
（
年
1
回
）

支
所
だ
よ
り
発
行

み
な
み
か
た
支
所
だ
よ
り
の
発
行
（
年
8
回
）

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

地
域
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
助
成
（
全
行
政
区
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認
見
守
り
活
動

見
守
り
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
推
進

地
域
還
元
事
業

通
年
、
各
地
区
訪
問

地
区
懇
談
会

通
年
、
2
8
行
政
区
開
催

生
活
相
談
所
の
開
設

定
例
相
談
所
開
設
（
年
4
回
：
行
政
相
談
同
時
開
催
）

各
種
研
修

各
研
修
会
へ
の
参
加
（
県
社
協
、
本
部
主
催
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
-
(
相
談
・
登
録
・
斡
旋
・
調
整
)

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
（
年
1
回
）

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
（
災
害
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
）

福
祉
体
験
学
習
会

体
験
を
通
し
て
福
祉
を
理
解
し
て
も
ら
う
（
町
内
、
全
小
学
校
）

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
連
絡
会
議
（
年
1
回
）

町
内
小
学
校
・
中
学
校
へ
の
助
成
（
4
校
）

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

南
方

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

5
一
般
募
金
配
分
金
事
業

4

3
生
活
相
談
事
業

3
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

4
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

2
地
域
福
祉
事
業

2
地
域
福
祉
推
進
事
業

社
会
福
祉
事
業

1
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南
方

令
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５
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事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

高
齢
者
見
守
り
事
業

概
ね
6
5
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
行
事
食
を
提
供
す

る
（
年
1
回
）

福
祉
団
体
自
主
運
営
支
援

福
祉
団
体
の
自
主
運
営
に
向
け
て
の
後
方
支
援

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
衛
生
管
理
・
食
品
管
理
に
つ
い
て
の
研
修
会
（
年
回
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会

和
話
輪
研
修
会
（
年
3
回
：
登
米
市
と
共
催
）

ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会
並
び
に
事
業
説
明
会
（
年
1
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
助
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
な
み
か
た
へ
の
助
成

ダ
ン
ベ
ル
育
成
講
座

ダ
ン
ベ
ル
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
編
）
の
開
催
（
年

3
回
）

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

8
外
出
支
援
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

歩
行
困
難
者
で
公
共
交
通
機
関
の
利
用
困
難
な
方
に
移
送
サ
－
ビ
ス
利
用
受

付

9
ﾐ
ﾆ
ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業

高
齢
者
に
対
し
身
近
に
利
用
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
心
身
機
能

の
維
持
・
向
上
、
生
活
の
活
性
化
を
図
る

10
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る

11
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
(地
域
支
援
事
業
)に
向

け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

6
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

12
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、
日
常
的

に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
定
期
的
に
生
活
支
援
員
が
訪
問
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

7
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

13
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の
相
談
受
付
窓
口

と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務
と
償
還
に
関
す
る
事
務

8
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

14
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

6 7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

5

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4

社
会
福
祉
事
業

1

市
受
託
事
業



№
1
7

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

1
法
人
運
営
事
業

1
法
人
運
営
事
業

管
理
運
営

支
所
の
管
理
運
営
を
全
般
的
に
行
う
。

津
山
地
区
委
員
会

地
区
委
員
会
(
年
3
回
）

委
員
研
修
会

地
区
委
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
を
実
施
（
年
1
回
）

生
活
安
定
資
金
運
営
委
員
会

生
活
安
定
資
金
の
貸
付
・
償
還
等
に
つ
い
て
協
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
会
議

福
祉
活
動
推
進
員
長
へ
会
費
や
社
協
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
実
施
（
年
１

回
）

福
祉
活
動
推
進
員
長
・
員
研
修
会

福
祉
活
動
推
進
員
長
・
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
（
年
１
回
）

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
要
援
護
者
の
見
守
り
活
動
、
軽
度
な
生
活
支

援
を
実
施
。
毎
月
民
協
定
例
会
に
て
、
報
告
。

地
域
福
祉
教
育
推
進
事
業

行
政
区
で
実
施
す
る
地
域
活
動
へ
の
助
成
事
業

広
報
紙
の
発
行

つ
や
ま
だ
よ
り
：
公
民
館
と
共
同
作
成
、
津
山
町
の
情
報
を
掲
載
（
年
1
2

回
）

支
所
だ
よ
り
：
主
に
社
協
事
業
の
周
知
を
し
て
い
く
（
年
6
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
取
り
ま
と
め
、
加
入

世
代
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
地

域
還
元
事
業
）
【
仮
】

大
人
と
子
供
が
世
代
間
交
流
を
図
る
為
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
す
る

困
り
ご
と
何
で
も
相
談
所

定
例
的
に
地
域
住
民
へ
向
け
た
相
談
所
を
開
設
（
年
4
回
）

法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談

会
議
研
修
会
へ
の
参
加

生
活
相
談
員
会
議
・
研
修
会
へ
の
参
加

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
だ
よ
り
発
行
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
情
報
を
掲
載
（
年
３
回
）

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
運
営

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
の
運
営
業
務

災
害
ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
研
修
会

防
災
福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
（
年
１
回
）

福
祉
体
験
学
習

小
学
4
～
6
年
生
を
対
象
に
福
祉
を
学
ぶ
た
め
の
体
験
学
習
を
実
施
（
年
１

回
）

福
祉
活
動
協
力
校
指
定
事
業

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
を
指
定
し
、
校
内
の
福
祉
活
動
へ
助
成

福
祉
活
動
協
力
校
打
合
せ
会

指
定
校
の
担
当
教
諭
と
の
打
合
せ

キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験

児
童
生
徒
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
体
験
学
習
（
年
1
回
）

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

子
育
て
支
援
金
贈
呈
事
業

生
活
相
談
事
業

2

地
域
福
祉
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業

3

津
山

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

43

2

児
童
・
青
少
年
福
祉
活
動
事
業

5
一
般
募
金
配
分
金
事
業

4

社
会
福
祉
事
業

1

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
事
業



№
1
8

支
所

Ａ
Ｂ

拠
点
区
分

Ｃ
サ
ー
ビ
ス
区
分
Ｃ

事
　
業
　
名

事
業
概
要
（
対
象
者
、
内
容
な
ど
）

津
山

令
 
和

 
５

 
年

 
度

　
事

 
業

 
計

 
画

 
書

事
業
区
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
携
事
業

子
供
育
成
会
・
公
民
館
・
教
育
事
務
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

事
業
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
こ
ど
も
ま
つ
り
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
）

緊
急
時
災
害
連
絡
版
・
連
絡
カ
ー
ド

発
行
事
業

災
害
時
や
緊
急
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
発
行
（
検
討
中
）

高
齢
者
趣
味
活
動
支
援
事
業

趣
味
活
動
の
場
を
提
供
し
生
き
が
い
づ
く
り
の
増
進
を
図
る

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会
の
開
催
（
年
２
回
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
助
成

金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
へ
助
成
金
の
交
付

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
た
め
講
座
を
実
施
（
年
１
回
）

和
輪
話
推
進
研
修
会

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
・
ミ
ニ
デ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
（
年
3
回
）

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
会

つ
や
ま
和
輪
話
研
修
会
に
参
加
（
年
3
回
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
共
催
事
業
（
年
1
回
）

ミ
ニ
デ
イ
代
表
者
会
議

年
度
当
初
に
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
利
用
者
の
名
簿
等
提
出
、
情
報
共
有

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
会

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
研
修
会
（
年
１
回
）

5
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金
事
業

8
地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

地
域
さ
さ
え
あ
い
事
業

生
活
困
窮
者
等
の
支
援
を
目
的
に
実
施

ミ
ニ
デ
イ
代
表
者
会
議

年
度
当
初
に
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
利
用
者
の
名
簿
等
提
出
、
情
報
共
有

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
開
催

12
配
食
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
調
理

し
、
居
宅
を
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
維
持
、
日
常
生
活
の
安
定
を
確

保
す
る

13
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
ｺ
ｰ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾈ
ｰ
ﾀ
ｰ
を
中
心
に
市
の
総
合
事
業
（
地
域
支
援
事
業
）
に
向

け
た
各
種
取
組
と
体
制
整
備
を
行
う

8
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

19
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
等
判
断
能
力
が
不
十
分
で
、

日
常
的
に
不
安
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
定
期
的
に
生
活
支
援
員
が
訪
問
し
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

9
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

20
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
者
、
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
等
に
対
す
る
貸
付
資
金
事
業
の

相
談
受
付
窓
口
と
し
て
宮
城
県
社
協
と
連
絡
を
密
に
し
て
貸
付
事
務

と
償
還
に
関
す
る
事
務

10
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

21
生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

生
活
安
定
資
金
貸
付
事
業

低
所
得
世
帯
に
対
し
無
利
子
の
貸
付
を
行
う

福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

11

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
活
動
育
成
事
業

76

6
市
受
託
事
業

社
会
福
祉
事
業

一
般
募
金
配
分
金
事
業

4

1


